
(57)【要約】

【課題】　従来のＨＦＣ系冷媒用のロータリ圧縮機を、

冷媒として二酸化炭素を用いた冷凍サイクルに適用する

と、二酸化炭素はＨＦＣ系冷媒に比べてポリトロープ指

数が大きく、圧縮室圧力が吐出圧力に達するタイミング

が速いため、ピストン外周とシリンダ内壁間の漏れの発

生する時間が長い等のため、ピストン外周とシリンダ内

壁間の漏れ損失が大きいという問題があった。

【解決手段】　シリンダ５の吸入側内壁に圧縮開始のタ

イミングが遅くなるように逃がし５ａを設けることで、

圧縮室圧力が吐出圧力に達するタイミングを遅らせ、ピ

ストン外周とシリンダ内壁間の漏れの発生する時間を短

くし、またピストン外周とシリンダ内壁間の隙間が小さ

いタイミングで吐出圧力に達するようにすることで、ピ

ストン外周とシリンダ内壁間の漏れ損失を少なくするこ

とができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 密 閉 容 器 内 に 電 動 機 要 素 部 と 圧 縮 機 構 部 と を 収 容 し 、
　 シ リ ン ダ 内 で 、 ピ ス ト ン が 上 死 点 に あ る と き の ク ラ ン ク 角 度 を ０ 度 と し 、 吸 入 口 側 か ら
吐 出 口 側 に ク ラ ン ク 角 度 が 増 加 す る と し て 、
　 ク ラ ン ク 軸 の 中 心 を シ リ ン ダ 中 心 に 対 し て 、 所 定 の ク ラ ン ク 角 度 側 に 偏 心 す る よ う に 設
定 し た 偏 心 組 立 て を 実 施 し 、
　 ま た 、 シ リ ン ダ 内 壁 に シ リ ン ダ 室 を 前 記 吸 入 口 と 連 通 さ せ 吸 入 室 と す る 逃 が し を 設 け 、
　 ま た 、 該 逃 が し を 、 前 記 吸 入 口 か ら ク ラ ン ク 角 度 が 増 加 す る 方 向 に 、 前 記 偏 心 組 立 て の
設 定 及 び 使 用 冷 媒 の ポ リ ト ロ ー プ 指 数 に よ り 設 定 さ れ る 所 定 範 囲 に わ た っ て 設 け 、
　 吸 入 閉 じ 込 み 完 了 ク ラ ン ク 角 度 を 増 加 さ せ 、 圧 縮 室 か ら の 漏 れ を 低 減 す る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る ロ ー タ リ 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 使 用 冷 媒 を 二 酸 化 炭 素 と し 、 ま た 、 前 記 偏 心 組 立 て の 偏 心 方 向 を 約 ３ ０ ０ 度 と し 、 さ ら
に 、 前 記 吸 入 閉 じ 込 み 完 了 ク ラ ン ク 角 度 が ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と な る よ う に 逃 が し を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 入 口 を 、 シ リ ン ダ 室 の ク ラ ン ク 角 度 が ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と な る よ う な 位 置 に 設 け
、 ま た 、 前 記 逃 が し を 、 前 記 吸 入 口 の 位 置 ま で 又 は ク ラ ン ク 角 度 １ ８ ０ 度 ま で 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 に 逃 が し を 、 前 記 シ リ ン ダ の 内 壁 の 高 さ 方 向 全 体 で な く 、 一 部 と し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の 何 れ か に に 記 載 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 冷 媒 圧 縮 機 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 の よ う な ポ リ
ト ロ ー プ 指 数 が Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 よ り 高 い 冷 媒 を 使 用 す る ロ ー タ リ 圧 縮 機 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 （ ポ リ ト ロ ー プ 指 数 約 １ ． １ ） を 用 い た ロ ー タ リ 圧 縮 機 で は 、 ピ ス
ト ン 上 死 点 時 の ク ラ ン ク 角 度 を ０ 度 と し た 際 に 、 ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ 度 （ 但 し 、 ク ラ ン ク
角 度 は 、 ピ ス ト ン が 上 死 点 の ０ 度 か ら 右 周 り に 角 度 を 数 え る ） で 吸 入 ガ ス の 閉 じ 込 み を 完
了 し 、 空 調 用 標 準 条 件 （ Ｒ ４ １ ０ Ａ 冷 媒 Ａ Ｓ Ｒ Ｅ 条 件 ： 吸 入 圧 力 ０ ． ９ Ｍ Ｐ ａ 、 吐 出 圧 力
： ３ ． ２ Ｍ Ｐ ａ ） で は ク ラ ン ク 角 度 約 ２ ２ ０ 度 に て 圧 縮 室 内 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る よ う
な 構 成 と な っ て い る 。
　 ま た 、 シ リ ン ダ の 低 圧 室 側 の 内 壁 に 、 所 定 の 角 度 範 囲 で 所 定 の 深 さ に シ リ ン ダ 内 壁 切 り
欠 き 部 を 設 け た ロ ー タ リ 圧 縮 機 が 公 開 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ３ ２ ７ ８ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 ３ 頁 、 第 １ 図 、 第 ２ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 を 用 い る 冷 凍 サ イ ク ル に 用 い た 場 合 、 二
酸 化 炭 素 は ポ リ ト ロ ー プ 指 数 が １ ． ３ 程 度 と Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 に 比 べ て 大 き い た め 、 圧 縮 室 内
圧 力 を Ｐ 、 圧 縮 室 内 容 積 を Ｖ 、 ク ラ ン ク 角 度 を θ と し た 際 に 、
　 　 　 　 　 Ｐ ・ Ｖ n ＝ 一 定
　 　 　 　 　 Ｖ ＝ ｆ （ θ ）
の 関 係 が 成 り 立 つ こ と に よ り 、 Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 を 用 い た 場 合 よ り も ク ラ ン ク 角 度 が 早 い タ イ
ミ ン グ で 圧 縮 室 内 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 し て し ま い 、 空 調 用 標 準 条 件 （ Ｒ ４ １ ０ Ａ 冷 媒 Ａ Ｓ
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Ｒ Ｅ 条 件 相 当 ： 吸 入 圧 力 ４ Ｍ Ｐ ａ 吐 出 圧 力 ９ Ｍ Ｐ ａ ） で は ク ラ ン ク 角 度 約 １ ８ ０ 度 で 圧 縮
室 内 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ロ ー タ リ 圧 縮 機 で は 通 常 、 ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス
の 漏 れ 損 失 を 低 減 す る た め に 、 圧 縮 室 内 圧 力 と 吸 入 室 圧 力 の 差 圧 が 大 き く な る 圧 縮 タ イ ミ
ン グ の 後 半 で 、 上 記 ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 が 小 さ く な る よ う 、 ク ラ ン ク 軸
の 中 心 を シ リ ン ダ の 中 心 に 対 し 、 ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ ０ 度 側 に 偏 心 す る （ 偏 心 組 立 ） よ う
に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と し て 用 い る 冷 凍 サ イ ク ル に 用 い た
場 合 、 圧 縮 室 内 圧 力 が ク ラ ン ク 角 度 の 早 い タ イ ミ ン グ で 吐 出 圧 力 に 達 す る た め 、 ピ ス ト ン
外 周 と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ が 大 き い 時 間 が 長 く な る と 共 に 、 圧 縮
室 内 圧 力 が ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 が 大 き い タ イ ミ ン グ で 吐 出 圧 力 に 達 す る
た め 、 圧 縮 室 の 圧 縮 ガ ス が ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 か ら 吸 入 室 へ 漏 れ る 圧 縮
ガ ス の 漏 れ 損 失 が 大 き く な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 第 １ の 目 的 は 圧 縮 室 内
圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る タ イ ミ ン グ を 遅 く す る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ 内 壁
間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ が 大 き い 時 間 を 短 く す る こ と が で き る た め 、 ピ ス ト ン 外 周
と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ 損 失 の 小 さ い ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ の 目 的 は 圧 縮 室 内 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る タ イ ミ ン グ を 、 ピ ス ト ン 外 周 と シ
リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 が 小 さ い タ イ ミ ン グ と あ わ せ る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ
内 壁 間 の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ 損 失 の 小 さ い ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 得 る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る ロ ー タ リ 圧 縮 機 は 、 密 閉 容 器 内 に 電 動 機 要 素 部 と 圧 縮 機 構 部 と を 収 容 し 、
シ リ ン ダ 内 で 、 ピ ス ト ン が 上 死 点 に あ る と き の ク ラ ン ク 角 度 を ０ 度 と し 、 吸 入 口 側 か ら 吐
出 口 側 に ク ラ ン ク 角 度 が 増 加 す る と し て 、 ク ラ ン ク 軸 の 中 心 を シ リ ン ダ 中 心 に 対 し て 、 所
定 の ク ラ ン ク 角 度 側 に 偏 心 す る よ う に 設 定 し た 偏 心 組 立 て を 実 施 し 、 ま た 、 シ リ ン ダ 内 壁
に シ リ ン ダ 室 を 吸 入 口 と 連 通 さ せ 吸 入 室 と す る 逃 が し を 設 け 、 ま た 、 該 逃 が し を 、 吸 入 口
か ら ク ラ ン ク 角 度 が 増 加 す る 方 向 に 、 偏 心 組 立 て の 設 定 及 び 使 用 冷 媒 の ポ リ ト ロ ー プ 指 数
に よ り 設 定 さ れ る 所 定 範 囲 に わ た っ て 設 け 、 吸 入 閉 じ 込 み 完 了 ク ラ ン ク 角 度 を 増 加 さ せ 、
圧 縮 室 か ら の 漏 れ を 低 減 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 は 、 シ リ ン ダ 内 壁 に シ リ ン ダ 室 を 吸 入 口 と 連 通 さ せ 吸 入 室 と す
る 逃 が し を 設 け 、 該 逃 が し を 、 吸 入 口 か ら ク ラ ン ク 角 度 が 増 加 す る 方 向 に 、 偏 心 組 立 て の
設 定 及 び 使 用 冷 媒 の ポ リ ト ロ ー プ 指 数 に よ り 設 定 さ れ る 所 定 範 囲 に わ た っ て 設 け 、 吸 入 閉
じ 込 み 完 了 ク ラ ン ク 角 度 を 増 加 さ せ る の で 、 既 存 の 所 定 の 偏 心 組 立 て の ロ ー タ リ 圧 縮 機 に
逃 が し を 設 け る こ と に よ り 、 よ り ポ リ ト ロ ー プ 指 数 の 大 き い 冷 媒 を 圧 縮 室 か ら の 漏 れ を 低
減 し て 使 用 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ロ ー タ リ 圧 縮 機 の 圧 縮 機 構 部 を 示 す の 横 断 面 図
で あ り 、 図 ２ は 、 同 じ く ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
　 こ れ ら の 図 に お い て 、 ロ ー タ リ 圧 縮 機 の 密 閉 容 器 １ 内 に は 、 上 部 に 固 定 子 １ ４ と 回 転 子
１ ５ と か ら な る 電 動 機 要 素 部 ２ が 収 容 さ れ 、 ま た 、 下 部 に は 圧 縮 機 構 部 ３ が 収 容 さ れ る 。
そ し て 、 両 者 は 、 電 動 機 要 素 部 ２ で 駆 動 さ れ 、 そ の 回 転 に よ り 圧 縮 機 構 部 ３ で 冷 媒 が 圧 縮
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さ れ る ク ラ ン ク 軸 ４ で 結 合 さ れ る 。
　 シ リ ン ダ ５ は 密 閉 容 器 １ の 内 壁 に 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 シ リ ン ダ ５ の 内 壁 と 、 貫 通 す る
ク ラ ン ク 軸 ４ の 偏 心 部 ４ ｂ に 装 着 さ れ 偏 心 運 動 す る ロ ー リ ン グ ピ ス ト ン ９ （ 以 下 ピ ス ト ン
９ と す る 。 ） の 外 周 と 、 シ リ ン ダ ５ の 電 動 機 要 素 部 側 開 口 部 を 閉 鎖 す る フ レ ー ム ７ と 、 シ
リ ン ダ ５ の 電 動 機 要 素 部 ２ と 反 対 側 開 口 部 を 閉 鎖 す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド ８ と で 囲 ま れ た 空 間
で シ リ ン ダ 室 ６ ａ が 形 成 さ れ る 。 こ の シ リ ン ダ 室 ６ ａ は 、 ベ ー ン ス プ リ ン グ １ １ に よ り ピ
ス ト ン ９ に 押 圧 さ れ る ベ ー ン １ ０ に よ り 、 吸 入 室 ６ ｂ と 圧 縮 室 ６ ｃ に 分 割 さ れ る 。
　 こ れ ら の ク ラ ン ク 軸 ４ の 偏 心 部 ４ ｂ 、 シ リ ン ダ ５ 、 吸 入 室 ６ ｂ 、 圧 縮 室 ６ ｃ 、 フ レ ー ム
７ 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ８ 及 び ピ ス ト ン ９ 等 で 電 動 機 要 素 部 ２ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 密 閉 容 器 １ に は 、 冷 凍 サ イ ク ル の 蒸 発 器 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 す る 吸 入 管 １ ２ が 取 付 け ら
れ 、 こ の 吸 入 管 １ ２ か ら 吸 入 さ れ た 冷 媒 が 、 吸 入 管 １ ２ に 接 続 す る 吸 入 口 ５ ｂ を 経 由 し て
シ リ ン ダ ５ の 吸 入 室 ６ ｂ に 導 入 さ れ る 。 ま た 、 密 閉 容 器 １ の 上 部 に は 、 冷 凍 サ イ ク ル の 凝
縮 器 （ 図 示 せ ず ） と 接 続 す る 吐 出 管 １ ３ が 取 付 け ら れ 、 密 閉 容 器 １ 内 の 圧 縮 冷 媒 が 機 外 の
冷 凍 サ イ ク ル に 吐 出 さ れ る 。 吸 入 管 １ ２ と 吐 出 管 １ ３ は 密 閉 容 器 １ の 外 側 に 取 付 け ら れ て
い る 。
　 圧 縮 室 ６ ｃ に て 圧 縮 さ れ た 圧 縮 冷 媒 は 、 圧 縮 室 ６ ｃ 内 の 圧 力 が 所 定 の 圧 力 に 達 し た 際 に
吐 出 口 ７ ａ を 開 口 す る 吐 出 弁 ７ ｂ の 開 口 に よ り 、 吐 出 口 ７ ａ か ら 密 閉 容 器 １ 内 に 吐 出 さ れ
る 。 そ こ で 、 密 閉 容 器 １ 内 は 吐 出 圧 力 で 満 た さ れ た 、 い わ ゆ る 高 圧 シ ェ ル 形 圧 縮 機 と な る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 シ リ ン ダ の 吸 入 室 ６ ｂ の 内 壁 に は 、 吸 入 口 ５ ｂ か ら 内 周 に 沿 っ て ク
ラ ン ク 角 が 増 加 す る 方 向 に 、 吸 入 口 ５ ｂ か ら 所 定 の ク ラ ン ク 角 度 ま で 、 逃 が し ５ ａ を 形 成
す る 。 な お 、 ク ラ ン ク 角 は 、 図 １ に 示 す よ う に ピ ス ト ン 上 死 点 時 の ク ラ ン ク 角 度 を ０ 度 と
し 、 圧 縮 機 の 正 転 方 向 で あ る 時 計 方 向 周 り を ク ラ ン ク 角 度 の 正 方 向 と 定 義 す る 。 図 １ の 逃
が し ５ ａ は 、 シ リ ン ダ ５ の 吸 入 室 ６ ｂ の 内 壁 を １ ８ ０ 度 ま で 全 体 を 所 定 の 深 さ で 削 り 取 り
形 成 し た 。 こ こ で 、 逃 が し ５ ａ は 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 が シ リ ン ダ 内 壁 に 最 接 近 し て も 最 接
近 位 置 を 境 と し て 、 吸 入 口 ５ ｂ と 反 対 側 が 吸 入 口 ５ ｂ 側 と 連 通 し 、 直 ち に 吸 入 圧 力 と な る
程 度 （ 即 ち 、 吸 入 口 ５ ｂ と 反 対 側 で 、 圧 縮 が 生 じ な い 程 度 ） に 削 り 取 る 。
　 ま た 、 ク ラ ン ク 軸 ４ の 中 心 は 、 圧 縮 室 ６ ａ 内 の 圧 力 が 上 昇 し た 際 に 、 シ リ ン ダ ５ の 内 壁
と ピ ス ト ン ９ の 外 周 と の 隙 間 を 通 し て の 、 圧 縮 室 ６ ａ か ら 吸 入 室 ６ ｂ へ の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ
が 小 さ く な る よ う に 、 シ リ ン ダ ５ の 中 心 に 対 し て ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ ０ 度 方 向 に 偏 心 さ せ
た 、 い わ ゆ る 偏 心 組 立 を 行 っ て い る 。
　 ま た 、 冷 媒 は 二 酸 化 炭 素 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 圧 縮 機 が 運 転 さ れ る と 、 冷 媒 は 蒸 発 器 か ら 吸 入 管 １ ２ を 通 り 、 吸 入 口 ５ ｂ か ら 吸 入 室 ６
ｂ に 吸 入 さ れ る 。 ク ラ ン ク 軸 ４ の 回 転 に 伴 い 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 が 初 め て シ リ ン ダ 内 壁 に
接 触 す る （ 厳 密 に は 摩 耗 等 の 防 止 の た め 、 微 小 な 隙 間 を 形 成 し て お り 、 前 後 の 圧 力 差 に 依
存 す る 漏 れ は 生 じ る が 、 実 用 的 に 圧 縮 可 能 で あ る 。 以 下 の 接 触 も 同 様 。 ） こ と に よ り 、 即
ち 、 逃 が し ５ ａ の 末 端 を 過 ぎ た 直 後 に シ リ ン ダ 内 壁 に 接 触 す る こ と に よ り 、 逃 が し ５ ａ 及
び 吸 入 口 ５ ｂ を 閉 塞 し （ 連 通 し な く な り ） 、 吸 入 閉 じ 込 み 完 了 と 圧 縮 室 ６ ｃ の 形 成 に よ り
、 圧 縮 室 ６ ｃ で 圧 縮 が 開 始 す る 。 そ し て 、 圧 縮 室 ６ ｃ の 圧 力 が 所 定 の 圧 力 に 達 す る と 、 吐
出 弁 ７ ｂ が 開 き 、 吐 出 口 ７ ａ か ら 吐 出 管 １ １ を 介 し て 、 凝 縮 器 に 冷 媒 ガ ス が 吐 出 さ れ る 。
　 図 １ の 場 合 は 、 ク ラ ン ク 角 度 １ ８ ０ 度 で 、 吸 入 閉 じ 込 み が 完 了 し 、 圧 縮 室 ６ ｃ が 形 成 さ
れ る 。 な お 、 こ の 場 合 の 圧 縮 室 ６ ｃ の 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る ク ラ ン ク 角 度 は 、 ２ ３ ０ 度
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 ピ ス ト ン 上 死 点 時 の ク ラ ン ク 角 度 を ０ 度 と し た 際 に 、 圧 縮 室 ６ ｃ が 形 成
さ れ 冷 媒 ガ ス の 圧 縮 が 開 始 さ れ る ク ラ ン ク 角 度 が 約 １ ８ ０ 度 と な る よ う に シ リ ン ダ ５ の 内
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壁 に 、 吐 出 口 ５ ｂ か ら ク ラ ン ク 角 の 増 加 方 向 に 内 周 に 沿 っ て 逃 が し ５ ａ を 設 け た こ と に よ
り 、 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 を 用 い た 際 の 圧 縮 室 ６ ｃ の 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る ク ラ ン ク 角
度 も 約 ２ ３ ０ 度 と 、 Ｈ Ｆ Ｃ 系 冷 媒 を 用 い た 際 の 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 と 同 等 に な る よ う に
し て い る の で 、 圧 縮 室 ６ ｃ と 吸 入 室 ６ ｂ の 差 圧 が 大 き く 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 と シ リ ン ダ ５
の 内 壁 間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ が 大 き い 時 間 を 短 く す る こ と が で き る た め 、 ピ ス ト
ン ９ 外 周 と シ リ ン ダ ５ 内 壁 間 の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ 損 失 の 小 さ い ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 圧 縮 室 ６ ｃ と 吸 入 室 ６ ｂ の 差 圧 が 大 き く 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 と シ リ ン ダ ５ の 内 壁
間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ が 大 き く な る タ イ ミ ン グ が 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 と シ リ ン ダ
５ の 内 壁 間 の 隙 間 が 小 さ い タ イ ミ ン グ と 合 致 す る た め 圧 縮 ガ ス の 漏 れ 損 失 の 小 さ い ロ ー タ
リ 圧 縮 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 圧 縮 室 ６ ｃ が 形 成 さ れ 冷 媒 ガ ス の 圧 縮 が 開 始 さ れ る ク ラ ン ク 角 度 が 約 １ ８ ０ 度 と
な る よ う に シ リ ン ダ ５ の 内 壁 に 、 吐 出 口 ５ ｂ か ら ク ラ ン ク 角 の 増 加 方 向 に 内 周 に 沿 っ て 逃
が し ５ ａ を 設 け 、 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 を 用 い た 際 の 圧 縮 室 ６ ｃ の 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す
る ク ラ ン ク 角 度 を 約 ２ ３ ０ 度 と し た が 、 吸 入 口 ５ ｂ か ら 内 周 に 沿 っ て ク ラ ン ク 角 が 増 加 す
る 方 向 に 形 成 し た 逃 が し ５ ａ の 形 成 範 囲 を 変 え て も よ い 。 即 ち 、 吸 入 口 ５ ｂ か ら 逃 が し ５
ａ を 形 成 す る 範 囲 を ク ラ ン ク 角 度 約 ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と し 、 圧 縮 室 ６ ｃ が 形 成 さ れ 冷 媒 ガ
ス の 圧 縮 が 開 始 さ れ る ク ラ ン ク 角 度 が 約 ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と な る よ う に し 、 こ れ に よ り 圧
縮 室 ６ ｃ の 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る ク ラ ン ク 角 度 を 約 １ ９ ０ 度 ～ ２ ３ ０ 度 と し て も 同 様 な
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ ら の 状 況 を 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 。
　 図 ６ は 、 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 で の 二 酸 化 炭 素 冷 媒 使 用 時 の 圧 縮 室 ６ ｃ が 形 成 さ れ る ク
ラ ン ク 角 度 を 約 ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と 変 化 さ せ た 場 合 の ク ラ ン ク 角 度 に 対 す る 圧 縮 室 内 圧 力
の 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 図 ７ は 、 同 じ く 、 ク ラ ン ク 角 度 に 対 す る シ リ ン ダ ５ の 内 壁 と ピ ス
ト ン ９ の 外 周 間 の 隙 間 の 関 係 を 示 す 隙 間 曲 線 上 で 圧 縮 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。 隙 間 曲
線 の 該 当 範 囲 に 矢 印 で 明 示 し て い る 。 図 ６ 、 図 ７ の い ず れ も 冷 媒 Ｒ ４ １ ０ Ａ の 場 合 も 比 較
上 示 す 。
　 図 ６ に お い て は 、 一 番 左 の 閉 じ 込 み 完 了 角 度 ３ １ 度 で 、 吐 出 圧 力 到 達 角 度 １ ８ ０ 度 の 曲
線 が 逃 が し ５ ａ な し の 場 合 を 示 し 、 こ れ よ り 右 に 順 番 に 逃 が し ５ ａ の 形 成 が ク ラ ン ク 角 ９
０ 度 、 １ ２ ０ 度 、 １ ４ ５ 度 及 び １ ８ ０ 度 ま で と し 、 閉 じ 込 み 完 了 角 度 が 、 そ れ ぞ れ 、 ９ ０
度 、 １ ２ ０ 度 、 １ ４ ５ 度 及 び １ ８ ０ 度 と し た 例 で あ る 。 圧 縮 タ イ ミ ン グ で あ る 差 圧 の 生 じ
る 範 囲 が ク ラ ン ク 角 度 の 増 加 方 向 に 移 行 し て い る の が わ か る 。
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 圧 縮 タ イ ミ ン グ で あ る 差 圧 の 生 じ る 範 囲 及 び 吐 出 圧 力 に 達 す
る 点 が 、 隙 間 の 小 さ い 領 域 に 移 行 し て い る の が わ か る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 シ リ ン ダ ５ の 内 壁 に 内 周 に 沿 っ て 設 け た 逃 が し ５ ｃ を 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ リ ン
ダ ５ の 内 壁 の 高 さ 方 向 全 体 で な く 、 一 部 と な る よ う に 設 け て も よ く 、 こ の よ う に す る と 圧
縮 機 の 組 立 性 が 向 上 す る 。 要 す る に 、 逃 が し ５ ｃ は 、 吸 入 取 り 込 み 完 了 角 度 ま で 吸 入 口 ５
ｂ と 連 続 し て 連 通 す る も の で あ り 、 吸 入 圧 力 と す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 吸 入 口 ５ ｂ の シ リ ン ダ 内 部 へ の 開 口 位 置 を 示 す 吸 入 口 ５ ｂ の
位 相 を 、 ク ラ ン ク 角 度 が 約 ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と な る 位 相 に 設 け 、 ま た 、 ク ラ ン ク 角 度 ０ 度
か ら 吸 入 口 ５ ｂ ま で 又 は ク ラ ン ク 角 度 １ ８ ０ 度 ま で 逃 が し ５ ａ を 設 け る こ と に よ り 、 吸 入
口 ５ ｂ が ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ 度 の 位 相 に 設 け ら れ た 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 に 比 べ て 、 吸 入
口 ５ ｂ が 開 口 し て い る 時 間 が 長 く な る た め 、 冷 媒 ガ ス の 吸 入 速 度 が 低 下 し 圧 力 損 失 が 低 下
す る と と も に 、 吸 入 圧 力 の 脈 動 も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 シ リ ン ダ ５ に 逃 が し ５ ａ を 設 け ず に 、 吸 入 口 ５ ｂ の 位 相 を ク
ラ ン ク 角 度 約 ９ ０ ～ １ ８ ０ の 位 置 に 設 け て も 良 い 。 こ の よ う に し て も 、 吸 入 口 ５ ｂ が ク ラ
ン ク 角 度 約 ３ ０ 度 の 位 相 に 設 け ら れ た 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 に 比 べ て 、 吸 入 口 ５ ｂ が 開 口
し て い る 時 間 が 長 く な る た め 、 冷 媒 ガ ス の 吸 入 速 度 が 低 下 し 圧 力 損 失 が 低 下 す る と と も に
、 吸 入 圧 力 の 脈 動 も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 に お い て は 、 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 を 使 用 し 、 ク ラ ン ク
軸 ４ の 中 心 を シ リ ン ダ ５ 中 心 に 対 し て 、 ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ ０ 度 側 に 偏 心 す る よ う に 設 定
し た 偏 心 組 立 て を 実 施 し 、 ま た 、 吸 入 閉 じ 込 み 完 了 ク ラ ン ク 角 度 が ９ ０ 度 ～ １ ８ ０ 度 と な
る よ う に シ リ ン ダ 内 壁 に シ リ ン ダ 室 ６ ａ を 吸 入 口 ５ ｂ と 連 通 さ せ 吸 入 室 ６ ｂ と す る 逃 が し
５ ａ を 設 け た の で 、 空 調 用 標 準 条 件 に お い て 、 圧 縮 室 ６ ｃ 内 圧 力 が 吐 出 圧 力 に 達 す る ク ラ
ン ク 角 度 が 約 １ ９ ０ 度 ～ 約 ２ ３ ０ 度 と な り 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 と シ リ ン ダ ５ の 内 壁 間 の 隙
間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ が 大 き い 時 間 を 短 く す る こ と が で き る た め 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 と
シ リ ン ダ ５ の 内 壁 間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ 損 失 を 小 さ く す る こ と が で き る と い う 効
果 を 有 す る 。 ま た 、 ピ ス ト ン ９ の 外 周 と シ リ ン ダ ５ の 内 壁 間 の 隙 間 か ら の 圧 縮 ガ ス の 漏 れ
損 失 を 小 さ く す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 に お い て は 、 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 を 使 用 し 、 ク
ラ ン ク 軸 ４ の 中 心 を シ リ ン ダ ５ 中 心 に 対 し て 、 ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ ０ 度 側 に 偏 心 す る よ う
に 設 定 し た 偏 心 組 立 て を 実 施 し 、 吸 入 口 ５ ｂ を 、 シ リ ン ダ 室 ６ ａ の ク ラ ン ク 角 度 が ９ ０ 度
～ １ ８ ０ 度 と な る よ う な 位 置 に 設 け 、 ま た 、 逃 が し ５ ａ を 、 吸 入 口 ５ ｂ の 位 置 ま で 又 は ク
ラ ン ク 角 度 １ ８ ０ 度 ま で 設 け た の で 、 吸 入 口 ５ ｂ が ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ 度 の 位 相 に 設 け ら
れ た 従 来 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 に 比 べ て 、 吸 入 口 ５ ｂ が 開 口 し て い る 時 間 が 長 く な る た め 、 冷
媒 ガ ス の 吸 入 速 度 が 低 下 し 圧 力 損 失 が 低 下 す る と と も に 、 吸 入 圧 力 の 脈 動 も 小 さ く な る と
い う 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 実 施 の 形 態 １ で は 、 高 圧 シ ェ ル 形 圧 縮 機 に つ い て 説 明 し た が 、 密 閉 容 器 １ 内 を 吸 入 圧 と
し 、 圧 縮 後 の 冷 媒 ガ ス を 密 閉 容 器 １ 内 に 吐 出 せ ず に 吐 出 管 １ ３ に 吐 出 す る 低 圧 シ ェ ル 形 圧
縮 機 に お い て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 低 圧 シ ェ ル 形 で あ る 他 の 構 成 は 実 施 の 形
態 １ と 同 様 で あ る 。 ま た 、 得 ら れ る 効 果 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
　 実 施 の 形 態 １ 、 ２ で は 、 ベ ー ン １ ０ と ピ ス ト ン ９ と が 分 離 し た ロ ー タ リ 圧 縮 機 に つ い て
説 明 し た が 、 ベ ー ン １ ０ が ピ ス ト ン ９ と 一 体 に 設 け ら れ た ス イ ン グ ロ ー タ リ 式 の ロ ー タ リ
圧 縮 機 に お い て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ス イ ン グ ロ ー タ リ 式 で あ る 他 の 構 成 は
、 実 施 の 形 態 １ 又 は ２ と 同 様 で あ る 。
　 ま た 、 ス イ ン グ ロ ー タ リ 式 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 の 場 合 は 、 逃 が し ５ ａ の 形 成 を シ リ ン ダ ５
の 内 壁 に 設 け る 以 外 に 、 同 様 の 考 え に よ り ピ ス ト ン ９ の 外 周 又 は 両 者 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に 記 載 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 は 、 冷 媒 と し て 二 酸 化 炭 素 以 外 の ポ
リ ト ロ ー プ 指 数 の 大 き い 冷 媒 （ 例 え ば 、 ア ン モ ニ ア 、 空 気 等 ） も 逃 が し ５ ａ の 形 成 範 囲 を
同 様 な 考 え で 調 整 す る こ と に よ り 使 用 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 偏 心 組 立 て は 、 シ リ ン ダ ５ の 中 心 に 対 し て ク ラ ン ク 角 度 約 ３ ０ ０ 度 方 向 に 偏 心 さ
せ る に 限 ら ず 、 異 な る ク ラ ン ク 角 度 方 向 に 偏 心 さ せ た 場 合 に も 同 様 の 考 え で 、 逃 が し ５ ａ
等 を 設 け る こ と に よ り 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ロ ー タ リ 圧 縮 機 は 、 使 用 冷 媒 を 従 来 の Ｒ ４ １ ０ Ａ か ら ポ リ ト ロ ー プ 指 数 の 大 き
い 二 酸 化 炭 素 の よ う な 冷 媒 に 変 え て も 圧 縮 ガ ス の 漏 れ 損 失 を 減 少 で き 、 冷 凍 空 調 装 置 に 利
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用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ロ ー タ リ 圧 縮 機 の 圧 縮 機 構 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ロ ー タ リ 圧 縮 機 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ロ ー タ リ 圧 縮 機 の シ リ ン ダ 内 壁 の 逃 が し を 示 す 要
部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ロ ー タ リ 圧 縮 機 の 別 の 圧 縮 機 構 部 を 示 す 横 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ロ ー タ リ 圧 縮 機 の さ ら に 別 の 圧 縮 機 構 部 を 示 す 横
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ク ラ ン ク 角 度 に 対 す る 圧 縮 室 圧 力 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ク ラ ン ク 角 度 に 対 す る 、 ピ ス ト ン 外 周 と シ リ ン ダ 内 壁 間 の 隙 間 の 関 係 を 示 す 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 密 閉 容 器 、 ２ 　 電 動 機 要 素 部 、 ３ 　 圧 縮 機 構 部 、 ４ 　 ク ラ ン ク 軸 、 　 ５ 　 シ リ ン ダ
、 ５ ａ 　 逃 が し 、 ５ ｂ 　 吸 入 口 、 ６ ａ 　 シ リ ン ダ 室 、 ６ ｂ 　 吸 入 室 、 ６ ｃ 　 圧 縮 室 、 ７ ａ
　 吐 出 口 、 ９ 　 ピ ス ト ン 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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